
令和５年度第３回さいたま市廃棄物減量等推進審議会 次第 

 

 

日 時：令和５年 11 月 14 日（火）10:00～12:00 

場 所：本庁舎別館 2 階 第 6 委員会室 

 

 

次  第 

 

 

１ 開 会 10:00 

⑴  あいさつ 

  

２ 議 事 

 報告事項 

⑴  さいたま市廃棄物の処理及び再生利用に関する条例の一部改正（非常災  

害に係る特例） 

⑵  廃棄自転車の国内循環型リユースモデル構築実証事業 

⑶  市職員向け衣類回収 

審議事項 

⑴ プラスチック一部先行資源化回収について 

⑵ 資源物１類の排出袋について 

⑶ 事業系木くずのリサイクル推進について 

⑷ 家庭系ごみの指定袋制度の導入について 

⑸ 事業系びん・かんの市施設受入れ停止について 

その他 

⑴ 今後の予定 
 

３ 閉 会 12:00（予定） 
 

配付資料一覧 

  次第（本紙） 

  名簿、席次表 

  さいたま市廃棄物減量等推進審議会に関する規定 

  資料 廃棄物減量施策と家庭系ごみの直接搬入のあり方について 
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第10期さいたま市廃棄物減量等推進審議会 委員名簿

4 市民代表 公募選出

1 学識経験者
（特定非営利活動法人 ）
持続可能な社会をつくる元気ネット

3 学識経験者 芝浦工業大学 副学長 システム理工学部 教授
環境システム学科 エネルギー・システム工学研究室

2 学識経験者

5 市民代表 公募選出

埼玉大学大学院理工学研究科 教授
環境科学・社会基盤部門(地盤工学・地盤環境工学)

6 関係団体代表 さいたま市自治会連合会

7 関係団体代表 さいたま市ＰＴＡ協議会

8 関係団体代表 さいたま市子ども会育成連絡協議会

9 関係団体代表 さいたま商工会議所

10 関係団体代表 （公益社団法人）埼玉中央青年会議所

11 関係団体代表 さいたま市環境会議

12 関係団体代表
（特定非営利活動法人 ）
埼玉エコ・リサイクル連絡会

13 関係団体代表 さいたま市環境美化会議

14 関係行政機関 環境省関東地方環境事務所資源循環課長

15 関係行政機関 埼玉県資源循環推進課 副課長

新



川本 委員 〇 〇 永田 委員

清川 委員 〇 〇 内田 委員

大前 委員 〇 〇 村井 委員

赤松 委員 〇

● ● ● ● ● ● ●

事務局

廃
棄
物
対
策
課
長

資
源
循
環
政
策
課
長

資
源
循
環
推
進
部
長

環
境
局
長

施
設
部
長

環
境
施
設
管
理
課
長

環
境
施
設
整
備
課
長

入口

事務局

令和５年度第3回さいたま市廃棄物減量等推進審議会 席次表
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日時｜令和５年１１月１４日（月）午前１０時〜
場所｜本庁舎別館2階 第６委員会室



 

 

さいたま市廃棄物減量等推進審議会 根拠法令 

 

１ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

  （昭和４５年１２月２５日法律第１３７号） 

２ さいたま市廃棄物の処理及び再生利用に関する条例 

  （平成１３年５月１日条例第１９５号） 

３ さいたま市廃棄物の処理及び再生利用に関する規則 

  （平成１３年５月１日規則第１４２号） 

 

   廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

 （廃棄物減量等推進審議会） 

第五条の七 市町村は、その区域内における一般廃棄物の減量等に関する事項を審議

させるため、廃棄物減量等推進審議会を置くことができる。 

２ 廃棄物減量等推進審議会の組織及び運営に関して必要な事項は、条例で定める。 

 

   さいたま市廃棄物の処理及び再生利用に関する条例 

   第１１章 審議会及び推進員 

 （審議会） 

第５１条 法第５条の７の規定により、一般廃棄物の減量及び適正な処理の推進に関

する事項を審議するため、さいたま市廃棄物減量等推進審議会（以下「審議会」とい

う。）を置く。 

２ 審議会は、市長の諮問に応じ、一般廃棄物の減量及び適正な処理の推進に関する

基本的事項について調査審議する。 

３ 審議会は、一般廃棄物の減量及び適正な処理に関する重要事項について、市長に

提言することができる。 

４ 審議会は、委員２０人以内をもって組織する。 

５ 委員の任期は、２年とする。ただし再任を妨げない。 

６ 委員が欠けた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

７ 前各項に定めるもののほか、審議会の組織及び運営に関し必要な事項は、規則で

定める。 

 



 

 

さいたま市廃棄物の処理及び再生利用に関する規則 

   第６章 審議会及び推進員 

 （審議会の組織） 

第３２条 条例第５１条第４項に規定するさいたま市廃棄物減量等推進審議会（以下

「審議会」という。）の委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱し、又は任命す

る。 

 ⑴ 学識経験を有する者 

 ⑵ 市民を代表する者 

 ⑶ 関係団体の代表者 

 ⑷ 関係行政機関の職員 

 ⑸ 前各号に掲げる者のほか、市長が必要と認める者 

 （会長及び副会長） 

第３３条 審議会に会長及び副会長を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選により定める。 

３ 会長は、審議会を代表し、会務を総理する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

 （審議会の会議） 

第３４条 審議会は、会長が招集する。 

２ 審議会の議長は、会長をもって充てる。 

３ 審議会は、委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことができない。 

４ 審議会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長

の決するところによる。 

５ 審議会の会議において必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、説明又

は意見を聴くことができる。 

 （審議会の庶務） 

第３５条 審議会の庶務は、環境局において処理する。 

 （委任） 

第３６条 第３２条から前条までに定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事

項は、会長が定める。 


